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就任のごあいさつ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
五
月
十
五
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
よ
り
ご

推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
責
務
の
重
さ
を
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

　

任
期
中
は
、
副
議
長
と
し
て
の
職
務
を
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
長
を
支
え
、
公
正
公
平
な

議
会
運
営
と
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
、
円
滑
な
議
事
運
営
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
三
年
以
上
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
引
き
続
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
伴
う
物
価
高
騰
な
ど
で
傷
つ
い

た
地
域
経
済
の
回
復
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
対
策
、
地
域
規
模
の
深

刻
な
異
変
を
踏
ま
え
た
環
境
対
策
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
や
少
子
化
対
策
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
災
害

対
策
に
加
え
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
市
の
施
策
に
十
分
反
映
す

る
た
め
行
政
へ
の
監
視
機
能
を
果
た
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
た
め
市
政
の
充
実
と
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
、
誠

心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

水
俣
市
議
会
副
議
長

　
　

田
口　

憲
雄

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
水
俣
市
議
会
は
、
令
和
５
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
、
現
職
12
名
、
新
人
４
名
の
16
名
の
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
15
日
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
実
施
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
議
長

の
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
緊
張
感
を
も
っ
て
、
市
政
発
展
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
、
全
力
で
職
務
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
へ
移
行
し
ま
し
た
。
去
る
５
月
27
日
、
28
日
に
、
エ
コ
パ
ー
ク
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
恋
龍
祭
」「
花
火
大
会
」「
物
産
展
」「
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

４
万
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、
水
俣
の
ま
ち
の
賑
わ
い
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
環
境
を
取
り
戻
し
、
様
々
な
催
し
物
が
開
催
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
よ
り
良
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
市
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
改
革
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
、
市
内
事
業
者
の
方
々
の
御

提
言
や
御
意
見
を
反
映
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
議
会
で
の
協
議
の
場
を
設
け
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
山
積
す
る
数
々
の
課
題
に
、
執
行
部
、
議
会
が
車
の
両
輪

と
な
り
、
市
政
を
前
進
さ
せ
る
た
め
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く
、
す
べ
て
は
皆
様
の
笑
顔
の
為
に
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
議
会
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 　

水
俣
市
議
会
議
長

　
　
岩
村
　
龍
男

議長・副議長は議員の選挙で選出します。
（５月臨時会選挙結果）議長：岩村11票、他４票、無記入１票　副議長：田口14票、他１票、無記入１票
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水俣市議会議員 紹介
任期：令和５年５月１日〜令和９年４月30日（４年間）

（当選回数順）
令和５年８月１日現在

表の見方
①当選回数（通算）、②政党名、③所属会派、④職業、⑤年齢、⑥住所

岩
いわむら

村　龍
たつお

男
①４期目	 ②自由民主党
③光政会	 ④会社員
⑤59歳	 ⑥汐見町

平
ひらおか

岡　朱
あけみ

①２期目	 ②日本共産党
③日本共産党　　④無職
⑤40歳	 　　⑥古城

杉
すぎさこ

迫　一
かずき

樹
①２期目	 ②無所属
③Ｉʼs 水俣
④グラフィックデザイナー
⑤42歳	  ⑥牧ノ内

淵
ふちがみ

上　美
み お

緒
①１期目	 ②参政党
③参政会	 ④パート社員
⑤28歳	 ⑥汐見町

高
たかおか

岡　朱
あけみ

美
①３期目	 ②日本共産党
③日本共産党	 ④無職
⑤54歳	 　⑥深川

藤
ふじもと

本　寿
としこ

子
①５期目	 ②無所属
③Ｉ’s 水俣	 ④無職
⑤69歳	 ⑥袋

小
こみ ち

路　貴
たかき

紀
①３期目	 ②無所属
③真志会	 ④会社員
⑤51歳	 ⑥幸町

桑
くわはら

原　一
かずはる

知
①３期目	 ②無所属
③真志会	 ④農業
⑤52歳	 ⑥市渡瀬

吉
よし の

野　誠
まこと

①１期目	 ②無所属
③こども未来会
④認定こども園副園長
⑤38歳	 ⑥多々良町

杉
すぎもと

本　康
やすひろ

宏
①１期目	 ②無所属
③真志会	 ④自営業
⑤45歳	 ⑥袋

森
もりかわ

川　武
たけはる

治
①１期目	 ②自由民主党
③自民新未来
④有限会社代表取締役
⑤64歳	 ⑥桜井町

木
き ど

戸　理
り え

江
①２期目	 ②無所属
③真志会
④NPO法人会長
⑤56歳	 ⑥湯出

真
ま の

野　頼
よりたか

隆
①７期目	 ②無所属
③真志会	 ④塾教師
⑤67歳	 ⑥浦上町

牧
まきした

下　恭
やすゆき

之
①７期目	 ②公明党
③公明党	 ④無職
⑤69歳	 ⑥牧ノ内

田
たぐ ち

口　憲
のりお

雄
①４期目	 ②自由民主党
③自民新未来	 ④会社顧問
⑤60歳	 　⑥浜町

松
まつもと

本　和
かずゆき

幸
①10期目	 ②無所属
③光政会	 ④会社員
⑤76歳	 ⑥古賀町
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●
水
俣
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例地

方
税
法
の
改
正
等
に
伴
う
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も

の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

９
１
５
１
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
確
保

に
か
か
る
費
用
で
す
。

●
低
所
得
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活
支

援
特
別
給
付
金

２
５
１
５
万
円

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
児

童
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

●
監
査
委
員
の
選
任

永
田　

靖
（
古
城
）

桑
原　

一
知
（
市
渡
瀬
）

●
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任

小
形　

浩
充
（
汐
見
町
）

条
例
の
一
部
改
正

主
な
補
正
予
算

人

事

【会計別補正予算】 （千円）　　　　　　
会　計　名 補　正　額 補正後の額

令和４年度一般会計（第15号） △30,523 16,308,387
令和５年度一般会計（第１号） 91,516 15,771,516
令和５年度一般会計（第２号） 28,440 15,799,956

５月臨時会の報告
専決処分により承認された補正予算・条例など

６月議会から、執行部・議会ともにタブレットの使用を開始しました。
　執行部から提出され各委員会で審議する予算案をはじめ、請願・陳情等の内容、人事案件など全て
の情報をタブレットで把握・確認でき、各委員会もタブレットを運用しながら議事を進めます。
　これまで紙で行っていた全ての内容がタブレットに一括集約でき、ペーパーレス化と情報共有化に
大きく寄与しています。

　５月３１日　議会運営委員会において６月議会から
　　　　　　　タブレットの運用開始を決定
　６月　８日　タブレット全員研修会

研修会の様子

実際に自分で運用するタブレットを手にして・・・
◦「指でビーッと広げなるけん字が大きくなって見やすかな～」
◦「タッチペンが使えん！」（時間が経つとスイッチが自動的にOFF）
◦専門用語に四苦八苦「ドラッグって何？」「アイコンって何？」
◦画面ばギュッて押してビッち引っ張って・・・
◦タッチパネルとキーボードの使い分けに慣れない
◦画面を立てることから難しい

など、慣れるまでにそれぞれ苦労した点も
ありましたがそこは勉強・努力あるのみです！
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議　長　　岩村　龍男　　　副議長　　田口　憲雄
常任委員会
委員会名 所管事項 正副委員長 委　　　員

総務産業
定数８人

総務企画部、産業建設部、会計
課、選挙管理委員会、監査委員、
農業委員会、上下水道局、議会
事務局の所管事項に関すること

（委員長）
真野　頼隆 吉野　誠 杉本　康宏 森川　武治

（副委員長）
高岡　朱美 藤本　寿子 桑原　一知 松本　和幸

厚生文教
定数８人

福祉環境部、教育委員会、総合
医療センターの所管事項に関す
ること

（委員長）
牧下　恭之 平岡　朱 杉迫　一樹 淵上　美緒

（副委員長）
木戸　理江 岩村　龍男 小路　貴紀 田口　憲雄

議会運営委員会
定数 所管事項 正副委員長 委　　　員

６人
議会運営、議会の会議規則・委
員会条例等、議長の諮問に関す
ること

（委員長）
小路　貴紀 杉迫　一樹 森川　武治

（副委員長）
松本　和幸 高岡　朱美 真野　頼隆

特別委員会
委員会名 所管事項 正副委員長 委　　　員

環境対策
定数８人

水俣病対策及び環境保全に関す
る諸問題の調査

（委員長）
松本　和幸 平岡　朱 淵上　美緒 森川　武治

（副委員長）
木戸　理江 藤本　寿子 小路　貴紀 桑原　一知

高速交通
対策

定数７人

南九州西回り自動車道の建設に
関する諸問題の調査

（委員長）
真野　頼隆 杉迫　一樹 吉野　誠 杉本　康宏

（副委員長）
牧下　恭之 高岡　朱美 田口　憲雄 ―

※庁舎建替等対策委員会は各派代表者会議に移管されました。

新 た な 議 会 の 構 成
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【令和５年度会計別補正予算】 （千円）　　　　　　
会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第４号） 50,302 15,992,817

一般会計（第５号） 70,017 16,062,834

国民健康保険 △9,696 3,629,240

後期高齢者医療 △865 477,749

介護保険 △5,114 3,747,852

水道事業（収益的収入） 660 448,643

水道事業（収益的支出） 432 387,054

公共下水道事業（収益的収入） 9,320 876,907

公共下水道事業（収益的支出） 9,320 876,907

公共下水道事業（資本的収入） △328 261,200

公共下水道事業（資本的支出） △328 553,791

可決された補正予算・条例など

【令和５年度会計別補正予算】 （千円）　　　　　　
会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第３号） 142,559 15,942,515

６月定例会の報告
専決処分により承認された補正予算

総
務
産
業
委
員
会

●
測
量
設
計
業
務
委
託
料
（
公
共
土
木
施

設
）

１
０
０
万
円

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

２
５
０
万
円

市
道
月
浦
・
月
浜
２
号
線
の
法
面
崩

壊
に
よ
る
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
測
量
設
計
業
務
委
託
料
及

び
そ
の
復
旧
工
事
費
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

１
億
２
７
６
５
万
円

令
和
５
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の

給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
二
小
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ
整
備
工
事

５
６
３
万
円

第
二
小
学
校
の
空
き
教
室
を
学
童
ク

ラ
ブ
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
改
修

す
る
も
の
で
す
。

主
な
補
正
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総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

牧
ノ
内
団
地
の
一
部
住
宅
の
除
却
に

伴
い
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
に
対
応
す

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
熊
本
県
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

助
成
事
業
補
助
金
交
付
要
領
の
改
正

に
伴
い
、
す
べ
て
の
公
費
負
担
医
療

と
の
併
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
改
正

す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
水
俣
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
水
俣
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
水
俣
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴

い
、
関
係
法
律
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

か
ら
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
使
用
世
帯
物
価
高
騰
対
応
補

助
金

７
０
０
１
万
円

水
俣
市
内
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
使
用
世
帯
で

あ
る
９
７
０
３
世
帯
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
６
千
円
の
給
付
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

●
湯
の
児
観
光
浮
桟
橋
修
繕
工
事

４
２
１
万
円

破
損
し
て
い
る
湯
の
児
浮
桟
橋
の
修

繕
工
事
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
省
エ
ネ
家
電
製
品
買
換
え
促
進
補
助
金

１
０
０
０
万
円

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
エ
ア
コ
ン
と
冷

蔵
庫
へ
の
製
品
の
買
換
え
に
対
し
、

購
入
金
額
の
合
計
額
の
２
分
の
１
、

上
限
額
５
万
円
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
装
置
購
入
費

１
２
３
万
円

児
童
生
徒
の
送
迎
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
置
き
去
り
防
止
支
援
装
置
購
入
に

か
か
る
費
用
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
学

校
給
食
会
計
補
助
金

１
０
８
６
万
円

学
校
給
食
会
計
に
対
し
、
物
価
高
騰

に
伴
う
食
材
費
を
補
助
す
る
も
の
で

す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
立
総
合
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ
空

調
等
設
備
設
置
工
事

工
事
内
容

　

空
調
等
設
備
設
置
工
事

　

契
約
金
額

３
億
４
９
２
２
万
円

契
約
先

　
飯
塚
・
立
尾
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者

　

飯
塚
電
機
工
業
株
式
会
社

　

水
俣
営
業
所

　
　

所
長　

松
尾　

知
徳

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
過
疎
対
策
事
業
債
充

当
予
定
事
業
（
中
尾
山
公
園
展
望
台

の
ク
ラ
ッ
ク
補
修
及
び
中
尾
山
公
園

コ
ス
モ
ス
園
土
壌
改
良
工
事
）
に
つ

い
て
、
水
俣
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
に
追
加
記
載
を
行
い
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

主
な
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結

そ

の

他
77
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総
務
産
業
委
員
会

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

竹
下　

正
治　
　
（
大
迫
）

　

廣
島　

康
雄　
　
（
古
賀
町
）

　

坂
本　

隆
司　
　
（
丸
島
町
）

　

稲
田　

祐
市　
　
（
南
福
寺
）

　

山
内　

英
明　
　
（
袋
）

　

鬼
塚　

浩
三　
　
（
袋
）

　

金
田
一　

充
章　
（
月
浦
）

　

山
下　

隆
敏　
　
（
深
川
）

　

前
田　

仁　
　
　
（
市
渡
瀬
）

　

西
本　

和
代　
　
（
石
坂
川
）

　

戸
次　

治
夫　
　
（
湯
出
）

　

渕
上　

正
嗣　
　
（
長
崎
）

　

寒
川　

勝　
　
　
（
久
木
野
）

　

中
村　

清
治　
　
（
大
川
）

※
７
月
20
日
付
で
決
定
し
ま
し
た

　

会　

長　
　

坂
本　

隆
司

　

副
会
長　
　

竹
下　

正
治

厚
生
文
教
委
員
会

●
学
校
給
食
費
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

�

（
不
採
択
）

厚
生
文
教
委
員
会

●
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
公
的

助
成
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

�

（
継
続
審
査
）

人

事

請

願

陳

情

会派 真志会 光政会 自民
新未来

Iʼs
水俣

日本
共産党

公
明
党

こ
ど
も

未
来
会

参
政
会

議
員
名

杉
本　

康
宏

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

真
野　

頼
隆

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

森
川　

武
治

田
口　

憲
雄

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

牧
下　

恭
之

吉
野　
　

誠

淵
上　

美
緒

賛否 否 否 否 否 否 否 議長 否 否 賛 賛 賛 賛 否 欠席 否

賛 否 の 分 か れ た 議 案

学校給食費に関する請願について

反対討論 ●　政府はすでに公立小中学校の給食費の将来的な無償化を検討する方針を打ち出
した。また、本市は小中学校給食費の段階的な負担軽減で将来は無償化へという
ことで、現在は１，０００円の補助を実施しており、引き続き計画的且つ積極的に
進めて行くという事であり、必要ないと考え反対である。

賛成討論 ●　貧困問題や出生率１．２６の衝撃は、自治体が行うサービスだけでは解決しない。
最大の責任者は国である。我々は主権者として、受け身であってはならず、国へ
の意見書提出は積極的に行うべきだ。同時に、本市のさらなる自助努力を求める
ことは、市民の民意であり、議会が否定する理由は何もない。

議案の審議結果

賛：４　否：10　欠：１　により　不採択

8
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

（６月定例会）
専決処分の報告及び承認１件、条例の一部改正２件、
補正予算４件、その他の議決事件２件

●議第34号　専決処分の報告及び承認について
　専第７号　令和５年度水俣市一般会計補正予算
　第３号中負託分
質疑―今回の物価高騰に係る交付金の総額は
答弁―緊急支援の重点交付金分が１億264万８千円、

推奨事業メニュー分が１憶335万５千円である。
不足分は秋に再度内示があり、交付予定である。

●議第38号　令和５年度水俣市一般会計補正予算
第４号中付託分について
質疑―防災フェスタの内容は
答弁―水俣市総合防災訓練を兼ねており、消防、自衛隊、

警察等の関係団体に防災関連の出展をしてもらい、
子どもたちを対象とした気象予報士による雲を作る
実験等の展示を計画している。

●議第44号　水俣市過疎地域持続的発展計画の変
更について
質疑―過疎債の対象となる事業の種類は
答弁―地域における情報化に関するもの、交通施設、

医療の確保に関するもの、教育の振興、集落の
整備、地域文化の振興等、多岐にわたり、ソフ
ト事業もハード事業も認められる。

●議第49号　令和５年度水俣市一般会計補正予算
第５号について
質疑―ＬＰガス使用世帯物価高騰対応補助金の申請方

法は
答弁―あくまで予定だが、９月から12月までの期間に、

市民が直接申請。
質疑―ＬＰガスを利用していない世帯への補助は
答弁―電気、都市ガス、ガソリンは国が直接卸元に補

助を行い、価格低減がなされている。一方、ＬＰ
ガスは販売店によってかなり価格に差があり平準
化が難しいため、卸元での価格低減ではなく各
自治体で補助を行う。

●議第64号　工事請負契約の締結について
質疑―契約金額約３憶５千万円の予算の内訳は
答弁―財源は緊急防災減債事業債を10割充当し、７割

は交付税措置となっている。残りの３割について、
４分の３が県からの補助、４分の１が市の負担で
ある。

質疑―工事期間と工事期間中の利用については
答弁―10月23日以降に現地での工事を開始する見込み。

工事が始まると大アリーナは利用停止となる。

（６月定例会）
専決処分の報告及び承認１件、条例の制定５件、
補正予算４件、請願１件、陳情１件

●議第34号　専決処分の報告及び承認について
専第７号　令和５年度水俣市一般会計補正予算 
第３号中負託分

質疑―第二小学校敷地内に学童クラブを設けることにつ
いて問題はないか

答弁―空き教室を改修し既設の施設と併用して利用す
る。責任の所在については、第一小学校と同様
の取扱いをする。

●議第38号　令和５年度水俣市一般会計補正予
　算第４号中付託分について
質疑―スクールバスの安全対策は
答弁―送迎用バスの置き去り防止を支援する装置をス

クールバス７台に設置する。
質疑―人権教育の内容は
答弁―袋小学校を指定し、子どもの人権に焦点を当て

て研究に取り組む。
質疑―マイナンバーカードを活用した「書かない窓口」の

システムの導入は
答弁―当初予算で計上した。システムのデモを行い、よ

り使いやすく安価なシステムの導入を目指してい
る。

質疑―省エネ家電買換え促進補助金の事業内容は
答弁―対象製品は、日本産業規格Ｃ9901に基づく省エ

ネルギー基準達成率が2027年度基準で86％以
上のエアコン及び2021年度基準で100％以上の
電気冷蔵庫である。製造年が９年以上前、20 
14年以前の製品の買換えに限る。市内の店舗
からの購入に限られており、家庭で使用するもの
が対象で、事業所で使用するものは対象外であ
る。

●請第１号　学校給食費に関する請願について
　討論が行われ、採決の結果、賛成少数で不採択
　とすべきものと決定

●陳第１号　加齢性難聴者の補聴器購入に公的助
　成を求める陳情
　継続審査を要するものと決定

委員長：牧下　副委員長：木戸
岩村・小路・杉迫・田口・平岡・淵上

委員長：真野　副委員長：高岡
桑原・杉本・藤本・松本・森川・吉野厚生文教 総務産業

9
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あなたの声を市政に

●真野　頼隆
１．ＴＳＭＣの波及効果について
２．ローズフェスタについて

●藤本　寿子
１．すべての人に優しく、暮らしやすい、「インクルー

シブ水俣」をめざす施策について
２．水俣川河口臨海部振興構想事業について
３．大型風力発電「肥薩ウインドファーム」の環境

影響評価準備書について

●平岡　朱
１．大規模風力発電計画について
２．マイナンバーカード及びマイナ保険証について
３．空き家等の対策について

●杉迫　一樹
１．水俣川の鮎を活用した地域振興及び鮎の保護に

ついて
２．公共施設の車いすマーク駐車スペースへの迷惑

駐車対策について
３．今後の婚活イベント及び結婚に伴う支援につい

て

●牧下　恭之
１．予防対策（帯状疱疹ワクチン接種助成）につい

て
２．不登校支援について
３．子どもの安全対策について

●淵上　美緒
１．新型コロナワクチンについて

●吉野　誠
１．水俣市の子ども・子育て政策の考え方について

●高岡　朱美
１．水俣市の埋蔵文化財の保存について
２．登下校中の児童・生徒の安全確保について

●桑原　一知
１．マイナンバーカードの利活用について
２．若年層や子育て世代が住みやすいまちについて
３．イノシシ・シカの被害対策について

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォンなどで
読み取ると、その議員の一般質問の動画をご覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。

こんにちは議会事務局です
　議員の活動が円滑にまわるよう、そのサポートを行っています。
　議場でのタイムキーパーや記録の管理など、これまでの業務に加えタブレットの資料掲載や情報提供、運用管
理も新たな仕事としてスムーズな運営を目指します。

議会事務局職員

（局長）
岡本　広志 橋本　晃 宮﨑　聖子 森　ちひろ 岡田　ゆかり

10
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議員

長
く
し
て
も
ら
う
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
。

問
　
秋
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
等
の
同

時
開
催
は
で
き
な
い
か

答　
実
行
委
員
会
で
今
後

協
議
し
て
い
く
。

問
　
今
年
第
７
回
を
迎
え

た
ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
で
あ

る
が
、
近
年
は
当
日
の
ス

タ
ッ
フ
や
事
前
に
関
係
者

等
と
の
調
整
を
行
う
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
市
か
ら
の
支
援
は

得
ら
れ
な
い
か

答　
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
職
員
派
遣

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
引
き
続
き

可
能
な
限
り
の
支
援
を
し

て
い
く
。

湾
人
向
け
の
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て

い
く
。
今
年
度
中
に
市
内

飲
食
店
や
宿
泊
施
設
を
含

む
観
光
関
連
事
業
者
を
対

象
と
し
た
台
湾
人
向
け
の

接
客
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予

定
。ロ

ー
ズ
フ
ェ
ス
タ

に
つ
い
て

問
　
今
年
の
春
の
来
場
者

数
は
ど
れ
く
ら
い
か

答　
約
６
万
７
千
３
百
人

で
あ
っ
た
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

課
題
は
何
か

答　
国
道
３
号
線
の
渋
滞

や
駐
車
場
、
ト
イ
レ
の
混

雑
な
ど
で
あ
る
。

問
　
そ
の
課
題
に
ど
う
対

応
し
て
い
る
か

答
　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

道
の
駅
だ
け
で
は
な
く
、

駐
車
場
近
く
の
ト
イ
レ
を

利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
案

内
板
を
設
置
し
、
渋
滞
に

関
し
て
は
、
エ
コ
パ
ー
ク

入
り
口
の
右
折
の
信
号
を

問
　
水
俣
高
校
に
半
導
体

コ
ー
ス
の
設
置
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
に
つ
い

て
、
県
に
働
き
か
け
る
つ

も
り
は
な
い
か

答　
水
俣
高
校
電
気
建
築

シ
ス
テ
ム
科
に
お
け
る
半

導
体
人
材
育
成
に
向
け
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
構
築

及
び
㈱
ア
ス
カ
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
お
け
る
水
俣
高
校

生
の
半
導
体
研
修
の
実
施

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

問
　
半
導
体
関
連
企
業
の

誘
致
の
予
定
は
な
い
か

答　
既
に
い
く
つ
か
の
企

業
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
市
や
民
間
の
空
き
用

地
、
空
き
施
設
を
活
用
可

能
な
企
業
等
の
誘
致
に
つ

い
て
、
県
と
も
情
報
共
有

し
な
が
ら
誘
致
活
動
を
進

め
て
い
く
。

問
　
台
湾
人
向
け
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
今
後
の
水

俣
市
の
観
光
振
興
に
ど
の

よ
う
に
活
か
す
の
か

答　
水
俣
市
の
観
光
素
材

に
つ
い
て
、
整
理
し
、
台

の
回
路
の
設
計
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ

や
熊
本
オ
キ
シ
ト
ン
が
材

料
や
各
種
ガ
ス
の
供
給
、

芦
北
の
テ
ラ
プ
ロ
ー
ブ
が

ウ
エ
ハ
と
呼
ば
れ
る
回
路

の
テ
ス
ト
、
県
北
で
は
ル

ネ
サ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

が
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
の

製
造
、
三
菱
電
機
が
パ

ワ
ー
半
導
体
の
製
造
、
ソ

ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
が

シ
ー
モ
ス
と
言
わ
れ
る
セ

ン
サ
ー
を
製
造
、
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
九
州
が
半
導

体
製
造
装
置
を
作
る
な
ど
、

県
内
の
半
導
体
関
連
企
業

の
総
数
は
２
１
１
社
と
福

岡
の
３
８
５
社
に
次
ぐ
九

州
第
２
位
の
企
業
数
と

な
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
波
及

効
果
に
つ
い
て

問
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進

出
に
よ
る
水
俣
へ
の
波
及

効
果
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か

答　
株
式
会
社
ア
ス
カ
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
で
の
半
導
体

人
材
育
成
研
修
に
よ
り
、

水
俣
が
広
く
認
知
さ
れ
る

こ
と
と
、
さ
ら
に
は
台
湾

と
の
交
流
で
観
光
客
が
増

え
、
外
貨
を
稼
げ
る
こ
と

が
一
番
の
波
及
効
果
と
考

え
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

問
　
熊
本
に
お
け
る
半
導

体
関
連
企
業
に
は
ど
う

い
っ
た
も
の
が
あ
る
か

答　
水
俣
の
ア
ス
カ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
が
バ
ン
ピ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
工
程
や
一
部

半導体で水俣は生まれ変わる
台湾からのツアー客増えるかも

（真志会）
真野　頼隆

㈱アスカインデックス
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答
　
市
で
行
っ
て
い
る
。

問
　
工
事
現
場
付
近
の
藻

場
の
調
査
を
し
て
欲
し
い

答
　
引
き
続
き
行
う
。

大
型
風
力
発
電「
肥
薩

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」の

環
境
影
響
評
価
準
備
書

問
　
こ
の
準
備
書
で
は
、

水
俣
に
何
期
建
設
予
定
か

答
　
18
基
で
あ
る
。

問
　
事
業
区
域
は
ど
れ
位

に
な
る
の
か

答
　
１
４
２
１
ha
で
あ
る

問
　
風
力
発
電
か
ら
一
番

近
い
水
源
地
は
、
ど
れ
位

の
距
離
か

答
　
６
０
０
ｍ
で
あ
る
。

問
　
工
事
に
伴
う
車
両
の

通
行
は
、
湯
出
、
石
飛
で

ど
れ
位
に
な
る
か

答
　
一
日
、
湯
出
が
３
０

８
台
、
石
飛
28
台

問
　
風
車
か
ら
、
１
キ
ロ

以
内
の
頭
石
、
石
飛
、
鬼

岳
地
域
は
、
騒
音
、
低
周

波
、
羽
の
影
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
が
、
意
見
書
を

出
す
の
か

答
　
評
価
、
調
査
な
ど
の

疑
念
に
つ
い
て
は
、
意
見

書
を
ま
と
め
る
。　
　
　

問
　
地
質
の
専
門
家
が
計

算
し
た
と
こ
ろ
、
切
土
１

０
０
か
所
、
盛
土
１
９
０

か
所
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
土
砂
災
害
な
ど
の
懸

念
を
意
見
書
に
ま
と
め
る

の
か

答
　
安
全
性
を
重
視
す
る

よ
う
意
見
を
述
べ
る
。　

問
　
平
町
の
車
両
通
行
は

一
日
ど
れ
位
か

答
　
３
０
８
台
で
あ
る
。

水
俣
川
河
口
臨
海

部
振
興
構
想
事
業

問
　
こ
れ
ま
で
工
事
に
か

か
っ
た
総
事
業
費
は
い
く

ら
か

答
　
令
和
５
年
度
の
繰
越

分
を
含
め
20
億
１
３
１
８

万
円
で
あ
る
。

問
　
そ
の
内
市
債
と
な
っ

た
の
は
ど
れ
位
か

答
　
10
億
３
３
２
０
万
円

の
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
環
境
省
の
水
俣
病
総

合
対
策
施
設
整
備
費
補
助

金
交
付
事
業
に
よ
り
、
補

助
が
出
て
い
る
が
、
今
後

も
国
の
補
助
は
、
見
込
め

る
の
か

答
　
令
和
６
年
度
以
降
も

要
望
す
る
。

問
　
工
事
中
の
環
境
調
査

は
行
っ
て
い
る
か

答
　
毎
日
目
視
で
海
水
の

濁
り
具
合
を
確
認
す
る
と

と
も
に
必
要
に
応
じ
て
濁

度
計
で
計
測
し
て
い
る
。

問
　
濁
度
計
の
計
測
は
、

誰
が
評
価
す
る
の
か

度
の
法
制
化
に
つ
い
て
は

法
務
省
に
お
い
て
国
民
の

理
解
の
も
と
に
進
め
ら
れ

る
べ
き
と
の
見
解
で
あ
り

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問
　
現
在
水
俣
市
に
は
外

国
か
ら
の
移
住
者
は
、
ど

れ
位
あ
る
の
か

答
　
令
和
５
年
３
月
末
で

１
０
９
人
で
あ
る
。

問
　
資
格
を
取
り
た
い
と

い
う
人
の
た
め
に
も
日
本

語
教
育
の
充
実
を
し
て
欲

し
い
と
思
う
が
い
か
が
か

答
「
地
域
日
本
語
教
室
」

を
実
施
し
、
日
本
の
季
節

や
文
化
を
学
ん
だ
り
、
や

さ
し
い
日
本
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
設
け
て
い
る
。

す
べ
て
の
人
に
優
し
く 

暮
ら
し
や
す
い
、 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

水
俣
を
め
ざ
す
施
策

問
　
幼
児
な
ど
の
こ
ど
も

の
居
場
所
を
作
り
た
い
と

思
っ
た
場
合
、
市
の
相
談

窓
口
は
、
ど
こ
に
な
る
か

答
　
福
祉
課
又
は
社
会
福

祉
協
議
会
で
応
じ
る
。

問
　
水
俣
市
議
会
で
は
、

平
成
22
年
に
、
女
性
の
社

会
進
出
な
ど
に
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
「
選
択
的

夫
婦
別
姓
に
賛
成
す
る
」

意
見
書
を
国
に
提
出
し
て

い
る
。
市
に
も
改
め
て
国

に
意
見
を
述
べ
て
ほ
し
い

が答
　
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

「肥薩ウインドファーム」準備書では、 
平町、湯出は毎日308台の
大型土砂運搬車両が通行することに

（I's 水俣）
藤本　寿子

みなもんクラブ
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は
ど
の
よ
う
な
制
度
が
あ

る
か

答
　
令
和
３
年
度
末
時
点

で
把
握
で
き
て
い
る
空
き

家
は
１
０
８
９
件
で
あ
る
。

除
却
の
支
援
制
度
と
し
て

「
水
俣
市
住
環
境
健
全
化

等
老
朽
空
き
家
除
却
促
進

事
業
補
助
金
」
が
あ
る
。

問
　
空
き
家
に
関
連
し
、

屋
内
外
に
大
量
の
ご
み
を

た
め
込
ん
だ
住
宅
に
つ
い

て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
が
考
え
て
い
る
取
り
組

み
は
あ
る
か

答
　
ゴ
ミ
が
堆
積
し
た
住

宅
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

近
隣
住
民
か
ら
の
情
報
を

受
け
、
戸
別
訪
問
、
居
住

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ゴ

ミ
処
分
に
対
す
る
助
言
等

を
行
っ
て
い
る
。

カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
保
険
証

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後

を
絶
た
な
い
。
カ
ー
ド
の

取
得
は
任
意
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
よ
り
弱
い
立

場
の
方
々
を
取
り
残
し
て

し
ま
う
制
度
だ
と
考
え
る
。

国
に
対
し
、
健
康
保
険
証

廃
止
の
撤
回
、
せ
め
て
延

期
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
い
か
が
か

答
　
健
康
保
険
証
廃
止
の

撤
回
や
延
期
を
求
め
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

空
き
家
等
の 

対
策
に
つ
い
て

問
　
現
在
、
市
内
に
空
き

家
は
何
件
あ
る
か
。
ま
た

空
き
家
の
除
却
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
及
び

マ
イ
ナ
保
険
証

に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
け
る
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
に
関
す
る
不
具

合
や
ト
ラ
ブ
ル
等
は
発
生

し
て
い
な
い
か

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
不

具
合
や
ト
ラ
ブ
ル
等
の
報

告
は
な
い

問　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
取

得
し
な
い
、
ま
た
は
取
得

で
き
な
い
市
民
の
国
民
健

康
保
険
証
の
扱
い
は
今
後

ど
の
よ
う
に
な
る
か

答
　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
一
体
化
に
つ
い
て

は
、
た
と
え
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
を
取
得
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
り
な
く
診
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
資

格
確
認
証
」
を
提
供
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
適
切
に
対

応
し
て
い
く

問
　
全
国
的
に
マ
イ
ナ

と
同
様
に
県
に
対
し
必
要

な
意
見
を
述
べ
る
。

問　
地
質
の
専
門
家
も
水

俣
の
山
間
地
は
崩
れ
や
す

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
事

業
者
が
地
質
に
つ
い
て
ア

セ
ス
項
目
と
し
て
考
慮
し

て
い
な
い
こ
と
自
体
問
題

で
あ
る
と
思
う
が
市
の
認

識
は
い
か
が
か

答
　
ア
セ
ス
項
目
に
関
し

て
は
省
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
お
り
市
が
判
断
す
る

こ
と
で
は
な
い
。

問　
自
治
体
は
会
社
の
利

益
で
は
な
く
住
民
の
命
と

健
康
、
財
産
を
守
る
の
が

最
優
先
だ
。
そ
の
立
場
に

立
て
ば
こ
の
計
画
は
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
。
全
国

的
に
は
市
長
が
反
対
の
意

思
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
市
長
と
し
て

は
っ
き
り
し
た
態
度
を
示

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
い

か
が
か

答
　
現
在
準
備
書
を
精
査

し
て
い
る
。
配
慮
書
の
時

と
同
様
に
県
に
対
し
必
要

な
意
見
を
述
べ
る
。

大
規
模
風
力
発
電 

計
画
に
つ
い
て

問　
本
市
で
大
規
模
風
力

発
電
事
業
を
計
画
中
の
３

つ
の
事
業
者
は
、
環
境
ア

セ
ス
の
手
続
き
に
お
い
て

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か

答
　
電
源
開
発
㈱
に
つ
い

て
は
準
備
書
が
発
行
さ
れ

た
。
他
の
２
社
に
つ
い
て

は
準
備
書
の
発
行
時
期
に

つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
。

問　
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク

か
ら
も
、
絶
滅
危
惧
種
の

ク
マ
タ
カ
等
を
守
る
た
め

に
も
、
こ
の
計
画
は
中
止

す
べ
き
と
思
う
。
現
時
点

で
市
の
態
度
を
明
ら
か
に

す
べ
き
で
は
な
い
か

答
　
現
在
準
備
書
を
精
査

し
て
い
る
。
配
慮
書
の
時

大規模風力発電事業
市としての態度を明らかに

（日本共産党）
平岡　朱
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今
後
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

及
び
結
婚
に
伴
う

支
援
に
つ
い
て

問
　
こ
れ
ま
で
の
開
催
で

見
え
て
き
た
課
題
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か

答
　
参
加
者
集
め
に
苦
慮

し
て
い
る
。

問
　
市
内
外
の
独
身
男
女

を
対
象
と
し
た
簡
易
的
な

婚
活
者
名
簿
を
作
成
し
て

み
て
は
ど
う
か

答
　
収
集
し
た
個
人
情
報

の
管
理
等
の
課
題
が
あ
る

が
、
多
く
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
の
方
策
と

し
て
幅
広
く
検
討
す
る
。

問
　
市
独
自
の
結
婚
・
子

育
て
に
関
す
る
新
し
い
助

成
制
度
は
あ
る
か

答
　
「
水
俣
市
若
者
・
子

育
て
世
帯
空
き
家
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
」
と
「
水
俣

市
結
婚
新
生
活
支
援
補
助

金
」
の
２
つ
の
補
助
金
制

度
を
新
設
し
た
。

て
は
ど
う
か

答
　
現
状
、
障
が
い
者
等

用
の
駐
車
場
で
あ
る
こ
と

が
容
易
に
認
識
で
き
る
状

態
に
あ
る
の
で
考
え
て
い

な
い
。

問
　
迷
惑
駐
車
が
あ
る
状

況
だ
が
、
ど
う
い
う
状
況

に
な
っ
た
時
に
追
加
の
対

策
に
取
組
む
の
か

答
　
お
も
い
や
り
駐
車
場

が
埋
ま
る
と
い
う
状
況
は

こ
れ
ま
で
な
く
、
障
が
い

者
等
が
困
っ
て
い
る
と
い

う
認
識
も
な
い
。

問
　
新
庁
舎
の
お
も
い
や

り
駐
車
場
を
４
台
分
に
で

き
な
い
か

答
　
お
も
い
や
り
駐
車
場

が
全
て
埋
ま
る
状
況
が
み

ら
れ
な
い
の
で
増
設
は
し

な
い
。

か答
　
加
工
に
取
り
組
む
希

望
者
、
鮎
の
必
要
量
の
確

保
、
保
健
所
へ
の
届
け
出

や
許
可
申
請
な
ど
の
条
件

が
揃
え
ば
、
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
組
み
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
、
車

い
す
マ
ー
ク
駐
車
ス

ペ
ー
ス
へ
の
迷
惑
駐

車
対
策
に
つ
い
て

問
　
迷
惑
駐
車
抑
制
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
取
組
み
を
し
た
か

答
　
新
庁
舎
建
設
に
あ
た

り
、
壁
面
に
案
内
サ
イ
ン
、

地
面
に
車
い
す
マ
ー
ク
を

設
置
し
た
。

問
　
更
な
る
対
策
と
し
て
、

地
面
へ
の
着
色
や
音
声
案

内
機
器
の
設
置
を
し
て
み

に
販
売
す
る
こ
と
は
可
能

か答
　
個
人
で
販
売
す
る
こ

と
は
可
能
だ
が
、
販
売
方

法
等
に
つ
い
て
は
保
健
所

等
の
相
談
の
う
え
、
手
続

き
が
必
要
で
あ
る
。
漁
業

者
等
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば

対
応
し
た
い
。

問
　
放
流
の
担
い
手
不
足

解
消
の
た
め
に
、
担
い
手

促
進
基
金
を
設
立
し
な
い

か答
　
担
い
手
不
足
の
相
談

は
な
い
た
め
、
基
金
の
設

立
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
市
内
に
鮎
を
流
通
さ

せ
る
た
め
、
漁
業
者
へ
鮎

の
販
売
方
法
を
お
知
ら
せ

し
、
販
売
を
勧
め
、
市
内

飲
食
店
に
も
鮎
料
理
の
提

供
を
呼
び
か
け
て
み
て
は

ど
う
か

答
　
水
俣
川
漁
協
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
行
い
た
い
。

問
　
今
後
、
み
な
ま
た
鮎

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
、

数
量
限
定
と
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
へ
の
返
礼
品
に
加

え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

水
俣
川
の
鮎
を
活
用

し
た
地
域
振
興
及
び

鮎
の
保
護
に
つ
い
て

問
　
水
俣
川
へ
の
鮎
の
放

流
は
い
つ
か
ら
開
始
さ
れ

た
の
か
。
そ
の
時
期
、
場

所
、方
法
、数
量
は
ど
う
か

答
　
放
流
は
昭
和
30
年
こ

ろ
か
ら
開
始
さ
れ
、
時
期

は
４
月
上
旬
で
バ
ケ
ツ
に

よ
る
放
流
。
場
所
は
水
俣

市
内
の
合
計
60
ヵ
所
で
約

20
万
尾
を
放
流
し
て
い
る
。

問
　
放
流
の
今
後
の
課
題

は
何
か

答
　
組
合
員
の
高
齢
化
に

伴
い
、
放
流
や
中
間
育
成
、

監
視
や
除
草
作
業
等
の
川

の
維
持
管
理
が
難
し
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
と
っ
た
鮎
を
個
人
的

水俣川の鮎のブランド化に向けて

（I's 水俣）
杉迫　一樹
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設
備
の
修
繕
等
が
増
加
し

て
お
り
、
外
壁
は
目
視
に

よ
る
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
調
査
方
法
の
統
一
化

と
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
が
必

要
と
思
う
が
い
か
が
か

答
　
「
水
俣
市
学
校
施
設

等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基

づ
き
改
修
工
事
等
を
実
施

し
て
い
る
。
点
検
は
文
科

省
が
策
定
し
た
「
学
校
施

設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
調

査
方
法
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
活
用
を
想
定
し
て
い

る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

外
の
機
関
に
つ
な
ぐ
方
策

が
急
務
と
考
え
て
お
り
、

「
不
登
校
特
例
校
」
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。

　　
子
ど
も
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

問
　
小
中
学
校
の
外
壁
の

点
検
及
び
老
朽
化
し
た
公

共
施
設
、
特
に
公
民
館
・

図
書
館
の
現
状
と
取
り
組

み
は

答
　
小
中
学
校
は
定
期
的

に
目
視
に
よ
る
点
検
を
実

施
し
、
建
築
後
40
年
以
上

を
経
過
し
た
建
物
が
半
数

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
な
建
物
の
外
壁
等

の
改
修
工
事
を
進
め
て
い

る
。
公
民
館
・
図
書
館
は

経
年
劣
化
に
よ
る
施
設
や

ｉ-

Ｆ
ｉ
を
貸
し
出
し
、

い
つ
で
も
活
用
で
き
る
環

境
を
つ
く
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
更
に
進
め
、
学
習
機
会

の
確
保
に
努
め
る
。

問
　
中
学
校
に
お
け
る
高

校
進
学
支
援
の
現
状
と
今

後
の
取
組
は

答
　
学
習
室
や
自
立
支
援

室
に
通
う
児
童
生
徒
は
出

席
扱
い
と
し
て
お
り
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
学
習

や
、
テ
ス
ト
も
受
け
ら
れ
、

成
績
に
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
家
庭
と
の
連
絡

を
密
に
取
り
合
い
な
が
ら
、

当
該
生
徒
た
ち
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
い
く
。

問
　
不
登
校
特
例
校
の
設

置
推
進
の
現
状
と
取
組
は

答
　
不
登
校
児
童
生
徒
の

社
会
的
自
立
に
向
け
て
具

体
的
な
状
況
把
握
を
行
い
、

ま
ず
は
、
不
登
校
児
童
生

徒
を
民
間
の
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
や
市
の
子
ど

も
自
立
支
援
室
等
、
家
の

不
登
校
支
援
に

つ
い
て

問
　
不
登
校
の
子
ど
も
の

保
護
者
の
支
援
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か

答
　
適
切
な
情
報
や
支
援

が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
相

談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

問
　
学
校
内
で
落
ち
着
い

て
学
習
で
き
る
環
境
の
設

置
状
況
と
、
今
後
の
取
り

組
み
は

答
　
「
学
習
室
」
等
の
名

称
で
中
学
校
４
校
、
小
学

校
２
校
に
設
置
し
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
設
置
を
進

め
る
。

問
　
学
校
の
授
業
を
配
信

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
指
導

す
る
体
制
の
現
状
と
今
後

の
取
組
は

答
　
「
学
習
室
」
で
学
ぶ

生
徒
に
対
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
配
信
を
行
っ
て
い

る
学
校
も
あ
る
。
市
の
子

ど
も
自
立
支
援
室
に
通
う

児
童
生
徒
に
ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
補
助
を

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
は

答
　
50
歳
以
上
の
発
症
を

抑
制
し
、
重
症
化
や
後
遺

症
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
。

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か

答
　
国
に
お
い
て
定
期
接

種
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

帯状疱疹ワクチン助成で予防を

（公明党）
牧下　恭之
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に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

手
続
き
の
負
担
を
増
や
す

こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

適
当
で
な
い
と
考
え
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
券
の
一
斉
送
付
の

際
に
接
種
を
促
進
す
る
の

と
同
じ
情
報
量
で
リ
ス
ク

を
伝
え
る
資
料
の
追
加
も

検
討
し
て
は
い
か
が
か

答
　
こ
れ
ま
で
も
予
防
接

種
の
効
果
と
副
反
応
の
リ

ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
記

載
し
た
説
明
書
を
送
付
し

て
い
る
。

　

今
後
も
分
か
り
や
す
い

資
料
の
提
供
に
努
め
て
い

く
。

問
　
乳
幼
児
や
小
児
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

答
　
全
国
的
に
乳
幼
児
や

小
児
に
も
重
症
例
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
中
和
抗
体
価

の
上
昇
や
発
症
予
防
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
接
種
の
必
要
性
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
厚
労
省
に
よ
る
デ
ー

タ
に
お
い
て
乳
幼
児
及
び

小
児
へ
の
接
種
に
対
し
、

合
理
性
を
見
い
だ
す
事
が

難
し
い
事
か
ら
希
望
者
に

よ
る
申
請
方
式
の
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か

答
　
乳
幼
児
お
よ
び
小
児

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
も
強
制
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
接
種
を
希
望
し

な
い
人
に
対
し
て
接
種
を

強
要
し
た
り
、
行
動
制
限

を
求
め
る
こ
と
は
な
い
。

　

希
望
者
へ
の
申
請
方
式

　

た
だ
し
、
発
生
し
た
症

状
と
予
防
接
種
と
の
因
果

関
係
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
場
合
で
も
報
告
対

象
と
な
る
。

問
　
全
国
的
に
副
反
応
疑

い
報
告
数
や
救
済
認
定
数

が
増
加
傾
向
で
あ
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
や
安
全
性
を
市
と

し
て
、
調
査
や
公
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
市

の
見
解
は
い
か
が

答
　
国
に
お
い
て
、
必
要

な
調
査
・
検
討
が
な
さ
れ
、

臨
床
試
験
を
通
じ
て
有
効

性
と
安
全
性
に
関
し
て
厳

格
な
評
価
が
行
わ
れ
た
上

で
薬
事
承
認
さ
れ
て
お
り
、

市
独
自
の
見
解
を
示
す
こ

と
は
困
難
。

さ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

水
俣
市
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
重
傷
者
、

軽
症
者
を
把
握
し
て
い
る

の
か

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症

に
移
行
す
る
以
前
か
ら
市

町
村
で
は
重
傷
者
、
軽
症

者
の
把
握
は
で
き
な
い
。

問
　
市
内
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
に
つ
い
て
の
状
況
は
ど

う
か

答
　
医
療
機
関
か
ら
国
へ

報
告
す
る
「
予
防
接
種
後

副
反
応
疑
い
報
告
制
度
」

が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て

は
令
和
３
年
５
月
か
ら
令

和
４
年
９
月
ま
で
10
件
の

報
告
が
あ
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ 

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
春
開
始
接
種
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
は
ど
う
か

答
　
５
類
感
染
症
に
移
行

さ
れ
た
５
月
８
日
か
ら
、

報
告
数
を
週
ご
と
に
公
表

す
る
方
法
に
変
わ
り
、
一

定
点
当
た
り
の
報
告
数
は
、

水
俣
保
健
所
管
内
に
お
い

て
直
近
で
２
・
３
３
、
県

平
均
５
・
４
３
よ
り
も
低

い
が
、
県
平
均
値
は
増
加

傾
向
に
あ
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
対
策
を
す
る

上
で
の
基
準
は
症
状
の
重

適切な新型コロナ対策をする為
の情報提供を

（参政会）
淵上　美緒
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答
　
す
べ
て
の
子
育
て
世

帯
で
あ
る
。

子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
に
つ
い
て

問
　
第
一
期
計
画
と
比
べ

て
第
二
期
計
画
で
は
具
体

的
な
事
業
が
見
え
づ
ら
い

と
思
う
が
い
か
が
か

答
　
基
本
理
念
及
び
基
本

目
標
は
同
じ
。
基
本
目
標

に
小
目
標
を
掲
げ
て
、
事

業
計
画
と
し
て
は
分
か
り

や
す
く
構
成
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
に

選
ば
れ
る
水
俣

に
つ
い
て

問
　
子
育
て
世
帯
が
水
俣

を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト
に
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策

や
サ
ー
ビ
ス
が
選
ぶ
理
由

と
な
っ
て
い
て
、
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か

答
　
国
の
基
準
よ
り
第
３

子
の
副
食
費
に
つ
い
て
対

象
者
を
拡
充
し
、
保
育
料

を
低
く
設
定
し
て
い
る
。

保
育
施
設
の
待
機
児
童
は

ゼ
ロ
で
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
児
童
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
認
定
こ

ど
も
園
を
確
保
し
て
い
る
。

　

保
育
所
等
に
関
す
る
施

策
は
「
水
俣
市
総
合
計

画
」
に
お
い
て
政
策
評
価

を
行
い
、「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に

お
い
て
、
提
供
体
制
の
管

理
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
世
帯
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る

の
か

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
子
育
て
支
援
政
策
の

策
定
や
改
善
の
過
程
は
ど

の
よ
う
な
流
れ
か
。
ま
た

市
民
や
専
門
家
の
意
見
は

ど
れ
ほ
ど
の
人
数
や
頻
度

で
取
り
入
れ
て
い
る
か

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
の
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
必
要
な
施
策
等
を

掲
げ
て
い
る
。
子
育
て
に

関
す
る
様
々
な
関
係
機
関
、

団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ

れ
て
い
る
「
水
俣
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
を
４

回
開
催
し
、
さ
ら
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
市
民
の
意
見
を
集
め
な

が
ら
策
定
し
て
い
る
。

答
　
「
誰
も
が
安
心
し
て

生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
水

俣
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

「
地
域
に
お
け
る
子
育
て

の
支
援
」、「
子
ど
も
と
親

の
健
康
づ
く
り
」
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。

問
　
子
育
て
環
境
の
評
価

項
目
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か

答
　
孤
立
を
防
ぎ
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
な
ど
、「
子

育
て
家
庭
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
環
境
」、

「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
子
育
て
環

境
」
の
他
「
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
家
庭
を
み
ん
な

で
支
え
る
環
境
」
づ
く
り

に
資
す
る
項
目
な
ど
を
掲

げ
て
い
る
。

問
　
子
育
て
家
庭
の
形
に

は
ど
の
よ
う
な
家
庭
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
か

答
　
育
て
て
い
る
子
ど
も

の
人
数
や
学
齢
、
子
育
て

を
行
っ
て
い
る
家
族
の
就

労
や
同
居
の
有
無
の
状
況

に
よ
り
様
々
な
家
庭
が
あ

水
俣
市
の
子
ど
も
・

子
育
て
政
策
の
考
え

方
に
つ
い
て

問
　
５
年
間
の
出
生
数
、

合
計
特
殊
出
生
率
及
び
、

児
童
手
当
の
受
給
者
数
の

推
移
は
ど
う
か

答
　
出
生
数
は
平
成
30
年

度
１
４
３
人
、
令
和
４
年

度
の
速
報
値
は
１
２
２
人
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
の
最

新
デ
ー
タ
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
平
成
29
年
の
数
値

で
１
．
７
３
。

児
童
手
当
の
受
給
者
数
は

延
べ
人
数
で
平
成
30
年
度

２
万
９
２
９
２
人
、
令
和

４
年
度
２
万
５
７
５
７
人
。

問
　
子
育
て
支
援
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

何
か

水俣市の子ども・子育て政策の
考え方について

（こども未来会）
吉野　誠
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議員

件
下
に
あ
る
児
童
生
徒
、

保
護
者
間
の
公
平
性
を
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

す
る
。

問
　
本
市
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
利
用
の
基
準
を
満
た

し
て
い
な
が
ら
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
路

線
沿
線
に
い
る
児
童
・
生

徒
に
支
給
す
る
路
線
バ
ス

運
賃
や
送
迎
用
ガ
ソ
リ
ン

代
を
半
額
し
か
補
助
し
て

い
な
い
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
し
て
い
る
家
庭
と

の
公
平
性
を
欠
い
て
お
り

全
額
補
助
に
す
べ
き
で
は

な
い
の
か

答
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
基
準
と
と
も
に
遠
距
離

通
学
者
に
対
す
る
市
の
施

策
を
検
証
し
た
う
え
で
、

今
後
の
在
り
方
を
検
討
す

る
。

に
と
っ
て
適
当
と
思
う
か

答
　
長
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
と
思
う
が
、
文
科
省

の
示
す
適
正
規
模
の
学
校

の
基
準
の
範
囲
内
だ
。

問
　
そ
の
文
科
省
の
基
準

（
昭
和
31
年
発
出
）
を
見

つ
け
た
が
、
そ
こ
に
は
学

校
の
統
廃
合
を
行
う
に
あ

た
っ
て
の
基
準
と
し
て
通

学
距
離
を
小
学
生
４
キ
ロ
、

中
学
生
６
キ
ロ
を
最
高
限

度
と
し
、
地
勢
、
気
象
、

子
ど
も
へ
の
影
響
を
考
え

実
情
に
合
わ
せ
て
教
育
委

員
会
で
基
準
を
決
め
る
よ

う
書
か
れ
て
い
る
。
実
際

全
国
に
は
小
学
生
２
キ
ロ

あ
る
い
は
３
キ
ロ
な
ど
独

自
の
基
準
を
設
け
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
は
少

子
化
で
当
該
児
童
は
帰
り

が
一
人
に
な
る
。
温
暖
化

や
共
働
き
家
庭
の
増
加
、

事
件
な
ど
も
多
い
。
環
境

の
変
化
に
合
わ
せ
て
基
準

は
変
え
る
べ
き
で
は
な
い

か答
　
ま
ず
は
、
保
護
者
等

に
よ
る
対
応
、
様
々
な
条

答
　
考
え
て
い
な
い
。

登
下
校
中
の
生
徒
・ 

児
童
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

問
　
通
学
時
間
が
50
分
近

く
か
か
る
地
区
に
住
む
家

庭
か
ら
あ
っ
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
利
用
の
要
望
を
教
育

委
員
会
は
却
下
し
た
が
な

ぜ
か

答
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

対
象
は
規
定
で
小
学
校
４

キ
ロ
以
上
、
中
学
生
６
キ

ロ
以
上
の
通
学
距
離
の
あ

る
者
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。

問
　
徒
歩
50
分
と
い
う
通

学
距
離
が
小
学
校
低
学
年

中尾山で見つかった西南戦争の塹壕跡

答
　
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
風
力
発
電
事
業
は
公

共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
と
違
っ

て
必
ず
し
も
こ
こ
に
つ
く

る
必
要
が
あ
る
も
の
で
は

な
い
。
代
替
地
は
い
く
ら

で
も
あ
る
。
も
し
設
置
予

定
場
所
で
遺
跡
が
発
見
さ

れ
た
場
合
は
遺
跡
の
保
存

を
優
先
さ
せ
、
工
事
は
中

止
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か答
　
遺
跡
の
価
値
や
保
存

方
法
は
県
が
判
断
す
る
た

め
、
本
市
に
工
事
の
中
止

を
求
め
る
権
限
は
な
い
。

問
　
遺
跡
の
保
存
方
法
は

所
在
地
の
自
治
体
が
そ
れ

を
ど
う
活
用
と
し
て
い
る

か
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
文

化
財
を
守
る
立
場
で
の
働

き
か
け
を
望
む
。
矢
筈
山

は
西
南
戦
争
で
た
い
へ
ん

激
し
い
攻
防
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
だ
。
登
山
客
向
け
に

詳
し
い
案
内
板
が
設
置
で

き
る
よ
う
今
回
調
査
対
象

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か

埋
蔵
文
化
財
の

保
存
に
つ
い
て

問
　
電
源
開
発
㈱
の
風
力

発
電
施
設
設
置
計
画
に

よ
っ
て
遺
跡
が
破
壊
さ
れ

る
可
能
性
を
市
は
ど
う
考

え
て
い
る
か

答
　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

配
慮
書
の
段
階
で
、
県
知

事
が
著
名
な
遺
跡
が
近
く

に
あ
る
の
で
周
到
に
配
慮

す
る
よ
う
警
告
し
て
お
り
、

現
在
事
業
者
と
協
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

問
　
県
が
示
し
た
石
飛
遺

跡
以
外
に
、
風
車
が
並
べ

ら
れ
る
県
境
付
近
の
山
は

西
南
戦
争
の
戦
闘
が
あ
っ

た
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
文

献
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

西
南
戦
争
関
連
の
遺
跡
調

査
は
す
る
予
定
か

スクールバス運行基準を見直して、 
安全で楽しい登下校に

（日本共産党）
高岡　朱美
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イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の

被
害
対
策
に
つ
い
て

問
　
被
害
の
現
状
と
傾
向

は答
　
令
和
４
年
度
が
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
と
も
に
過
去

最
高
の
捕
獲
頭
数
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
シ
カ
の
捕

獲
数
が
急
増
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
取
組
み
は

答
　
２
か
所
で
国
の
交
付

金
を
活
用
し
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
１
市
２
町
や
関
係

機
関
と
組
織
す
る
「
芦
北

地
域
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

広
域
連
絡
協
議
会
」
を
設

立
し
被
害
の
軽
減
に
努
め

る
。

参
加
し
情
報
発
信
を
行
う
。

問
　
今
後
の
学
校
給
食
費

の
負
担
軽
減
は

答
　
子
育
て
世
帯
と
子
ど

も
達
、
そ
し
て
市
民
全
体

の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
、
段
階
的
負
担
軽

減
を
図
る
。

問
　
若
年
層
に
本
市
に
住

み
続
け
て
も
ら
う
た
め
の

支
援
は

答
　
令
和
５
年
度
に
創
設

し
た
若
者
・
子
育
て
世
帯

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
を
転
入
者
だ
け
で
な
く

本
市
居
住
者
も
対
象
と
し

た
。

問
　
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
に
伴
い
、
子
ど
も

達
の
移
動
手
段
の
構
築
は

答
　
拠
点
校
を
指
定
し
、

各
中
学
校
か
ら
拠
点
校
間

を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送
迎

す
る
実
証
事
業
を
行
い
、

結
果
を
検
証
し
移
動
手
段

の
構
築
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

若
年
層
や
子
育
て

世
代
が
住
み
や
す

い
ま
ち
に
つ
い
て

問
　
若
年
層
や
子
育
て
世

代
に
移
住
・
定
住
し
て
も

ら
う
た
め
の
取
組
み
と
今

後
の
施
策
展
開
は

答
　
現
在
は
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

や
学
校
給
食
費
の
助
成
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
無
償
化
、
空
き
家
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補

助
等
、
特
に
ニ
ー
ズ
が
強

い
分
野
に
重
点
的
に
支
援

し
て
い
る
。
ま
た
Ｕ
タ
ー

ン
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

令
和
４
年
度
は
若
年
層
・

子
育
て
世
代
の
転
入
者
を

対
象
に
し
た
住
居
取
得
支

援
補
助
金
、
通
勤
定
期
代

支
援
補
助
金
、
奨
学
金
返

還
支
援
補
助
金
を
創
設
し

た
。
さ
ら
に
令
和
５
年
度

は
就
業
・
創
業
者
等
転
入

支
援
奨
励
金
を
創
設
し
て

い
る
。
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
や
移
住
イ
ベ
ン
ト
に

け
検
討
し
て
い
く
。

問
　
み
な
く
る
バ
ス
運
賃

無
償
化
の
対
象
と
な
る
高

齢
者
等
に
対
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
活
用

し
交
通
系
Ｉ
Ｃ
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ー
ド
を
発
行
・
配
布

す
る
事
で
、
回
数
券
と
本

人
確
認
の
提
示
が
不
要
と

な
り
、
利
用
者
の
利
便
性

が
向
上
す
る
と
考
え
る
が

答
　
み
な
く
る
バ
ス
を
運

行
す
る
産
交
バ
ス
に
お
い

て
新
た
な
設
備
投
資
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
産

交
バ
ス
の
意
向
を
確
認
す

る
た
め
に
協
議
を
行
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
活

用
に
つ
い
て

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
事
が
重
要
で
あ
り
、

費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
、

多
く
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
べ
き
で
は

答
　
今
年
度
は
新
た
に
市

民
課
窓
口
に
お
い
て
、
住

民
票
な
ど
申
請
書
の
記
入

を
省
く
事
の
で
き
る
「
書

か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
」

の
機
器
を
導
入
す
る
。
ま

た
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー

ド
や
印
鑑
登
録
証
等
を
含

め
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
し
、
税
務
や

医
療
分
野
等
、
導
入
に
向

マイナンバーカードを利活用し
市民サービスの向上へ

（真志会）
桑原　一知

シカの食害
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５月８日	 各派代表者会議
５月11日	 各派代表者会議
５月15日	 各派代表者会議
	 令和５年第２回水俣市議会臨時会開会
５月16日	 議会運営委員会
	 令和５年第２回水俣市議会臨時会閉会
５月19日	 議会運営委員会
	 春の交通安全啓発活動

５月31日	 議会運営委員会
６月５日	 議会運営委員会
	 議会だより編集委員会
６月８日	 議会運営委員会
	 令和５年第３回水俣市議会定例会開会
	 議員タブレット研修会
６月12日	 一般質問通告
６月20日	 一般質問（～ 22日）
６月23日	 各常任委員会
６月26日	 全員協議会
６月29日	 令和５年第３回水俣市議会定例会閉会

95
2023年（

令
和
５
年
）８
月
１
日
発
行

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

（令和５年５月１日～６月30日）

議 会 の 主 な 動 き

　

水
俣
市
議
会
も
新
た
な
議
員
構
成
と
な
り
、

各
議
員
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
覚
え
て
頂
き
、
お
困
り

の
際
だ
け
で
な
く
、
気
軽
に
お
声
か
け
下
さ

い
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

各
々
が
信
念
を
持
っ
て
活
動
し
た
事
を
、

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
中
で
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
た
に
議
員
と
な
っ
た
仲
間
も
迎
え
、
編

集
委
員
一
丸
と
な
っ
て
、
良
い
紙
面
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
掲
載
し
て
き
た
内
容
に
加
え
、

皆
様
か
ら
ご
要
望
の
あ
る
紙
面
の
刷
新
や

「
読
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り
」
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
る
よ
う
な

内
容
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
、
希
望
と
期
待

を
持
っ
て
作
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

県
北
の
活
気
に
負
け
な
い
、
水
俣
の
魅
力

と
底
力
を
、
議
員
で
あ
り
一
市
民
で
あ
る
私

達
が
ぐ
っ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
、
足
を
止
め
る
事
な
く
前
進
し
て
参
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
五
十
音
順
）

委
員
長　

木
戸　

理
江

副
委
員
長　

平
岡　

朱

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　

杉
本　

康
宏

　

藤
本　

寿
子

　

森
川　

武
治

　

吉
野　

誠

新編集委員よりごあいさつ
◦木戸　理江（委員長）
お読み頂く皆様の期待に応えるべく、努力と学習を
重ねてより良い紙面づくりを行います。ご意見をお
寄せくださいね。

◦平岡　朱（副委員長）
新しいメンバーで知恵を出し合い、市民の皆様によ
り伝わりやすい紙面をめざし頑張ってまいります。

◦岩村　龍男
「議会だより」の編集委員として時代のニーズに
あった広報を目指し、議会の詳細を分かりやすくお
伝えできるよう頑張ってまいります。
◦杉本　康宏
市民の皆様に分かりやすく読みやすい紙面作りに努
めていきます。
◦藤本　寿子
久しぶりの編集委員会です。編集委員みんなでワイ
ワイ語りあいながら、議会のことを伝えて行ければ
と思います。
◦森川　武治
市民の皆様に親しみやすい紙面作りに心がけます。
◦吉野　誠
紙面づくりをする際に、どうやったら伝わりやすい
か、委員の方々と勉強しながら考えていきます。
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